
■友の会組織概要と西多摩支部の会員状況のお知らせ

（１）全国に１３の労働金庫があります。 （２）中央労働金庫は関東地区＋山梨県がエリア

（３）中央ろうきん友の会・西多摩支部は東京地区本部に所属

楽しい交流をお手伝い

中央ろうきん友の会
西多摩支部ニュース
第 3号 2016 年 9 月１日発行

①公的年金・企業年金の受取口座を〈中央ろうきん〉にご指定され
ている方（注）

②〈中央ろうきん〉に定期性預金を100 万円以上お預け入れの方
（注）年金の「ご指定」とは、受取口座に年金が振り込まれてい
る状態をいいます。

正会員の拡大にご協力ください！
以下の①②いずれかの条件を満たした方が対象です。

東京地区本部(31 支部）

01 荒川支部 17 世田谷支部

02 池袋支部 18 千住支部

03 板橋支部 19 立川支部

04 市谷支部 20 田無支部

05 江戸川支部 21 田町支部

06 王子支部 22 中野支部

07 大井支部 23 西多摩支部

08 大手町支部 24 日本橋支部

09 御茶ノ水支部 25 八王子支部

10 霞が関支部 26 一ツ橋支部

11 蒲田支部 27 府中支部

12 亀戸支部 28 本郷支部

13 銀座支部 29 町田支部

14 渋谷支部 30 三鷹支部

15 新宿支部 31 目黒支部

16 新橋支部

総会員数 258,291 人
正会員数 113,022 人
利用会員数 145,269 人

財政基盤
中央労働金庫からの
利用配当金を財源とする
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※総会案内とバス旅行案内が入っております。お見逃しなく！



（４）西多摩支部の会員構成

①居住地域別分布 ﾃﾞｰﾀは 2015 年 5 月時点

②西多摩以外の居住者除く年代別分布

③西多摩以外の居住者除く、地域別年代別分布

■2016 年度の西多摩支部の方針

・全 132 支部中、正会員数で 80 位、「中の下」の立ち位置を活動でブラッシュアップ

・現在、西多摩支部の運営は営業店指導型から自主運営に脱皮中！

・バス旅行だけでなく、会員に楽しんで貰えるミニイベントを増すべく検討中！

（食事会、落語鑑賞、花見、懇親会、菖蒲園、上映権付ＤＶＤ勉強会等々）

■ホームページ（ＨＰ）活用 「行事案内等公式な連絡手段となります」

イベントの募集はＨＰでも行いますので、定期的にアクセス願います。

毎月ＨＰは更新しています。

西多摩のＨＰはアクセス数や内容も 132 支部中トップクラスでﾁｮｯﾄ自慢しております。

URL は http://www.clf-net.com/ です。

檜原村 6人 奥多摩町 12人 日の出町 28人

正会員年齢別分布

●会員活動の中心は

80~60歳代となってま

す。

●会員構成は、確実に

若返っております。
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正会員：年金または 100万円以上定期預金者

利用会員：融資利用者



■２０１６年０６月０３日（金）東京都民防災教育センター「立川防災館」見学 ８名参加報告

東日本大震災以後、地震が頻発するようになり、会員の啓蒙として、防災センターの体験

見学を企画しました。残念ながら参加者数８名だけとなりましたが、昔の指導方法と違う応急

処置方法やＡＥＤを使った講習、東日本大震災の経験を基に新しい防災体験を致しました。

■

初めての⽅も是⾮ご参加下さい！

時期：２０１６年９月２３日（金） １２:４５分開場

場所：中央労働金庫西多摩支店２Ｆ会議室

〒205-0023 羽村市神明台１－１７－９

TEL：042-555-1311／FAX：042-555-4801

参加費 ：無料

参加申込み:別紙申込書に記入の上、ＦＡＸ又は郵便で

9 月 12 日迄に必着でお願いします。

総会への参加は正会員のみ対象です。当日はアルコールが出ますので飲酒運転防止をお願いします。

第一部：記念講演 １３：００～１４：００

今回は、電力自由化－温暖化緩和のための「再エネ電気」
温暖化が深刻な状況でＣＯ２削減に貢献する自然エネルギーの電気がいかに大切か、

専門家を招いて会員の皆様の電力自由化対応の参考にして頂くため、事務局が講師を探し

て、武蔵野市の NPO 法人「む～ソーラー」様のご協力により実現の運びとなりました。

講師：ＮＰＯ法人 太陽光発電所ネットワーク

東京地域交流会

田中 稔 様

第二部：総会及び懇親会 １４：１５～１６：３０

2015年度から会の運営を営業店指導型から自主運営に切替えて船出しました。

今年は、バス旅行だけでなく、会員の皆様に喜んでもらえるようミニイベントを

多数企画しようと考えております。

役員の一方的な考えでは上手く行きませんので、会員の皆様に説明し、アンケートを

取って、会員の意見を吸い上げ、役員の意思決定に反映させて頂きます。

楽しい企画つくりにご協力お願い致します。

中央ろうきん友の会・西多摩支部

第 7 回定期総会と記念講演のご案内
ろうきん

防災スペシャリストの講義中 講師と参加者の記念撮影

３



■

房総満喫日帰りプラン

鯛の浦遊覧船で鯛に出会い、館山で
りょうし

漁師料理三昧！
①時期：2016 年 10 月 06 日（木）『羽村駅プラザイン前 7:20 集合 7:30 出発』

『秋川駅とうきゅう前 7:50 集合 8:00 出発』

②参加費：5,000 円（旅行当日徴収します。）

③参加申込:別紙申込書に記入の上、ＦＡＸ又は郵便で

9 月 12 日迄に必着でお願いします。

④募集人数：バスの都合で 50 名程度

⑤最小実施人数：30 名以下の場合中止もあり得ます。

⑥参加者申込み多数の場合抽選を致します。

抽選結果は遅くとも 9月 20 日までに連絡致します。

⑦バス旅行抽選確定後のキャンセルについて

全て予約の為、参加費の範囲内で負担頂くことがあります。

バス旅行の参加は正会員のみ対象です。

2016年度、日帰りバス旅行のご案内

【コース：】
7:30 8:00 八王子～木更津 11:30 12:00
羽村➡秋川➡有料道路➡鯛の浦遊覧船

13:10 14:40 富浦～富津竹岡

➡漁師料理たてやま（昼食・買い物）➡有料道路

15:30 16:00 富津中央～八王子 18:50 頃

➡酒匠の館（試飲、見学）➡有料道路 ➡秋川

19:20 頃
➡羽村

【見どころ：】

①鯛の浦遊覧船 25 分

海面近くに現れた真鯛の群れは日蓮聖人の

化身・分身として尊信されています。

遊覧時間はおよそ 25 分です。

餌をまくと天然の真鯛が海面まで姿を現します。

②漁師料理たてやま（昼食・買い物）90 分

房州の海で獲れたてホタテ、サザエなど新鮮な魚介類

をお召し上がりください。ソフトドリンク付き。足湯

もあります。

③小泉酒造合資会社ｿﾑﾘｴﾊｳｽ
さか

酒
しょう

匠 の館 30分

清酒 東魁・東魁盛 醸造元 清酒やリキュールの

試飲ができます。

鯛の浦遊覧船

<国内一般団体旅行保険>

・死亡・後遺症 500万

・入院日額 600円

・通院日額 400円

・賠償責任保険 2000万

<集合から解散まで保障>

保険料 100円に加入

します。

青梅

海ほたる

鯛の浦たてやま

小泉酒造

漁師料理
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定期総会・バス旅行申込用紙（郵便の場合でもこの用紙を利用下さい）

中央ろうきん友の会・西多摩支部 総会及びバス旅行 参加申込書

申込日 年 月 日

【申込先】締切日 2016 年 9 月 12 日必着

中央ろうきん西多摩支店・友の会担当 黒木・田中まで 電話：042-555-1311

〒205-0023 東京都羽村市神明台 1-17-9 FAX ：042-555-4801

＊必要事項をご記入の上、FAX、郵便、にてお申込下さい。

＊バス旅行申込は、集合場所及び保険の都合上「年齢」も記入して下さい。

□ 総会・懇親会に参加します。

□ 日帰りバス旅行に参加します。□秋川駅前集合 □羽村駅前集合

年齢 歳

氏名

ふりがな

住所

〒

電話 （ ） 自宅・携帯・職場

＊バス旅行参加の方は、当日の連絡用に出来れば携帯電話を記入下さい。

中央ろうきん友の会運営規定に基づく告知

（１）参加申込に関する個人情報は、総会及びバス旅行等の行事運営・管理に使います。

（２）参加者名簿は「地区、氏名」のみ表示致します。

（３）参加者名簿は出席者確認・懇親会交流、バス座席表、点呼等の目的以外に利用しないよう

指示徹底します。

（４）上記、（２）に関わらず、参加者名簿への記載を拒否することも可能です。

申し込み時、事務局へご連絡下さい。（個人の権利を尊重します。）

尚、この場合、例として、バス座席表に名前が無い人が自分の隣に座っていると言う様な、不自然な

現象にもなりますので、団体行動での個人の権利乱用についてはご注意下さい。

（５）総会やバス旅行等の行事は、広報や活動報告としてニュースや
ホームページ

Ｈ Ｐに写真掲載致します。

顔出しＯＫ方のみ、写真に入って下さい。（個人の権利を尊重します。）

FAX番号をお確かめの上、ご送信下さい。（FAX 042-555-4801)
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